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　女子美術大学歴史資料展示
室では、令和3（2021）年4月
7日～令和4（2022）年3月18
日に展覧会「2021年度収蔵資
料展　収蔵資料にみる女子美
の歩み」を開催しました。令
和2（2020）年度に引き続き
新型コロナウイルス感染拡大
のため、感染防止対策を講じ
ながらの実施となりました。
緊急事態宣言発令時には、入
場を学内関係者（学生・教職
員）に制限しました。また、
本展覧会を紹介する動画を制

作し、ウェブサイトなどにて
動画を配信しました。
　本展では、収蔵資料の中か
ら、明治・大正・昭和期の生
徒・学生作品や教材・道具な
どを紹介しました。本稿でそ
の一部を紹介します。本展の
なかで最も古い生徒作品は、
大正4（1915）年に開催され
たアメリカ・サンフランシス
コ万国博覧会に出品されたと
される《テーブル掛》（図1）
です。裏面には「これに要し
た時間八百時間 これに用ひた

る色糸十種」と書かれた布が
縫い付けられており、当時の
編物科教員・生徒が数ヶ月に
渡り制作したことがわかりま
す。この作品をはじめ各専攻
の作品を出展した万博にて本
学は高い評価を受け、金牌を
受賞しました。
　裁縫科の資料として、昭和
19（1944）年に師範科裁縫部
を卒業した糸崎美都子による
課題作品の《筥

は こ

迫
せ こ

》（図5）を
紹介しました。筥迫は、近世
以後、小

こ

袖
そ で

の懐
ふところ

に物を入れる

習慣が一般化され、さげ袋や
掛け袋に代わって発達しまし
た。筥迫には紙、箸

は し

差
さ し

、懐
か い

中
ちゅう

鏡
かがみ

などを入れます。二つ折り
の形状で、とじ帯に香袋が付
いています。袋の形をした物
入れのことを袋

ふくろ

物
も の

といい、筥
迫もそのひとつです。これと
併せて、本学裁縫科教員・赤
沼八重子らが制作した『嚢物
教科書』上巻（図2）や昭和初
期に使われた袋物道具（図3）
も展示しました。
　日本画科の資料として、昭
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図２　山本嘉兵衛・赤沼八重子共著『嚢物教科書』上巻 
　　　倉持周治商店出版部 大正2（1913）年

図１　左下： 編物科教員・生徒共同制作《テーブル掛》
　　　サンフランシスコ万国博覧会（1915年）出品作品 大正3（1914）年頃

図３　《袋物道具》昭和4～8（1929～1933）年頃
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和19（1944）年に師範科日本
画部を卒業した井

い

江
え

春
は る

代
よ

の在
学中の課題作品《人物》（図4）
を紹介しました。井江は、本
来4年間学ぶところを戦時下で
あったため、3年半で繰り上げ
卒業となりました。抑揚のあ
るのびやかな描線から在学中
に確かな技術を身に付けたこ
とがうかがわれます。
　また、西洋画科の資料とし
て、昭和4（1929）年に西洋
画科高等師範科を卒業した一

い ち

村
む ら

久
ひ さ

世
よ

の石膏デッサン（図4）

を紹介しました。当時の教員
は、洋画家で東京美術学校教
授の岡田三郎助や洋画家で卒
業生の足

あ

助
す け

恒
つ ね

でした。基礎学
習としてまず石膏像のデッサ
ンを学び、その後人体デッサ
ンや戸外写生を行うなど、実
物写生を重視した教育が行わ
れました。
　女子美術大学発足翌年の昭
和25（1950）年に設置された
工芸科では、教育の一環とし
て学生作品の展示・即売会を
デパートにて行いました。学

生が取り仕切るかたちで、昭
和32（1957）年から約30年
間実施されました。本展で
は、昭和41（1966）年に開催
された女子美術大学工芸科の
染織工芸展のポスター（図7）
を紹介しました。このポス
ターは、糸を染め、手

て

織
お り

機
ば た

で
織った布に型

か た

染
ぞ め

で文字を染め
ています。
　デザイン科の資料として、
昭和60（1985）年に芸術学部
産業デザイン科デザイン専攻
を卒業した仙波知己による《卒

業制作ポスター》（図6）を紹
介しました。架空のイベント
「間―日本の時空感覚」のポス
ターとして各約180×約90㎝
のポスターを合計6枚制作。本
展ではそのうち１枚を展示し
ました。
　各時代の様々な生徒・学生
の課題作品や教材の展示によ
り、当時行われていた教育内
容を理解する機会となりまし
た。

図４　左：井江春代《人物》 昭和16～19（1941～1944）年
　　　右：一村久世《石膏デッサン》 大正14（1925）年

図５　糸崎美都子《筥迫》昭和17（1942）年

図６　仙波知己《卒業制作 ポスター１》
　　　昭和60（1985）年

図７　《女子美術大学工芸科 染織工芸展ポスター》
　　　昭和41（1966）年
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News Letter, vol. 15-2 アーカイブズ

12 月 31 日
中国当局からWHO
へ原因不明の肺炎
発生を報告。

1 月 7日
WHOが中国・武漢の
患者から新型のコロ
ナウイルスが検出さ
れたことを表明。

1 月 15 日
神奈川県内にて日本
で 1 例目となる感染
例を確認。

1 月 23 日
中国が武漢市を閉鎖
し、空港・鉄道・フェ
リーなどの交通機関
が全ての運行を停止。

1 月 29 日
政府が武漢に派遣し
た民間チャーター機第
1 便で 206 名が帰国。

1 月 31 日
WHOが緊急事態を宣
言。世界の感染者数
は計 9,692人・死亡者
213 人に。

2 月 3日
大型クルーズ船「ダ
イヤモンド・プリン
セス号」に乗船し香
港に帰国した乗客に
感染が確認され、検
疫のため横浜港に入
港（後 に 712人 の 感
染が確認される）。

2 月 11 日
WHOが新型コロナウ
イルス感染症の正式
名 称 を「COVID-19」
と命名。

2 月 19 日
大型クルーズ船「ダ
イヤモンド・プリン
セス号」から陰性の
乗客の下船を開始。

2 月 25 日
政府が新型コロナウ
イルス感染症対策の
基本方針を発表。

2 月 26 日
政府が今後 2 週間の
大規模イベントの中
止、延期又は規模縮
小等の対応を要請 ( 後
に感染状況に合わせ
適宜変更 )。

2 月 27 日
政府が 3 月 2 日から春
休みまで全国全ての
小 学 校・中 学 校・高
校などについて臨時
休校を行うよう要請。

4 月 1日
安倍首相がすべての
世帯を対象に、１つ
の住所あたり２枚ず
つ布マスクを配布す
る方針を表明。

4 月 3日
政府が全世界からの
日本人を含む入国者
に対し、２週間自宅
などに待機するよう
要請。
 
4 月 7日
新型インフルエンザ
等対策特別措置法に
基づく「緊急事態宣
言」を 発 令。東 京・
神奈川を含む 7 都府
県を対象地域とし、1
か月程度の期間とす
ると発表。

5 月 4日
全都道府県を対象に

「緊急事態宣言」を延
長すると発表 ( 適用
日：5 月 7 日～ 5 月
31 日 )。
 
5 月 25 日
全 都道府県を対象に

「緊急事態宣言」を解除。

8 月 17 日
内閣府が 4 月から 6
月までの GDP＝国内
総生産を発表。実質
伸び率は年率に換算
してマイナス 27.8％
とリーマンショック
を超える落ち込みに。

8 月 28 日
政府が新型コロナウ
イルス感染症対策の
新たな方針発表。
医療提供体制の確保、
検査体制は 1 日 20 万
件 に 抜 本 的 に 拡 充、
ワクチンは来年前半
までにすべての国民
に提供できる数の確
保などを目指す。

6 月 8日
世界銀行が世界全体
の経済成長率は第 2
次大戦以降最悪の見
通しと発表。

6 月 19 日
都道府県をまたぐ移
動の自粛要請、全国
で緩和。

6 月 19 日
濃厚接触の疑いを通
知するアプリ「cocoa」 
利用始まる。

7 月 6日
政府が新たに設置し
た「新型コロナウイ
ルス感染症対策分科
会」の初会合が行わ
れた。 
 
7 月 20 日
国 内 の 死 者 が 1,000
人を超える。

7 月 22 日
「GoTo トラベル」キャ
ンペーン開始 ( 東京
発着は 10 月 1 日から
開始 )。

7 月 29 日
岩手県内で初の感染
者を確認。全都道府
県すべてで感染が確
認された。

3 月 3日
東 京 都 が オ ー プ ン
ソース手法を用いて
作成した特設サイト
を立ち上げる。

3 月 10 日
政府が新型コロナウ
イルス感染症を「歴
史的緊急事態」に指
定すると表明。

3 月 11 日
WHOが新型コロナウ
イルス感染症のパン
デミックを宣言。

3 月 13 日
新型インフルエンザ
対策特別措置法の一
部を改正する法律が
成立、14 日から施行。
内閣総理大臣による

「緊急事態宣言」が可
能に。

1 月 30 日
女子美 HP にて新型
コロナウイルスに関
する注意喚起につい
て通知。

2 月 18 日
中国からの帰国・入
国後の COVID－19 罹
患注意について通知。

2 月 26 日
学生・教職員へ中国
湖北省への渡航中止
を勧告。

3 月 4日
学位授与式中止に伴
い、配布予定の学位
記等は各研究室から
3 月 16 日～ 3 月 24
日の期間中に配布へ。

3 月 12 日
令和元年度学位・修了
証書授与式中止。令和
2 年度入学式中止の
発表。

3 月 13 日
原則学内への入構禁
止・クラブ等活動自粛
期間を 4 月 5 日まで延
長と通知。

3 月 27 日
授業開始日は 5 月 11
日と発表。

3 月 30 日
在学生・教職員を対象
にネットワーク環境等
調査のためのアンケー
トを実施。

4 月 6日
職員、週3日を上限とし
て在宅勤務開始 ( 後に
感染状況に合わせ適宜
変更)。

4 月 7日
令 和 2 年 度 入 学 式
中止。

4 月 8日
4 月 9 日～ 5 月 6 日
まで学内への入構を
一切禁止し、窓口で
の事務取扱を中止と
通知。
 
4 月 20 日
前期授業は遠隔授業で
実施すると発表。

4 月 22 日
遠隔授業の整備に対
して学生に一律 5 万円
の費用補助を行うこと
を発表。

5 月 4日
学内への入構禁止期
間を 5 月 31 日まで延
長。同様に窓口での
事務取扱いも中止。

5 月 11 日
Google のアプリケー
ション「Google Meet」、

「Google Classroom」
を使用した遠隔授業
による前期授業開始。

7 月 13 日
段階的に入構禁止措
置の緩和及び段階的
に対面授業を開始。
第 2 段 階＜7 月 13
日～ 8 月 1 日＞
各 専 攻・領 域・コ ー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
ては対面授業を実施。

7 月 16 日
学生１名が感染
(１例目 )。

8 月 3日
段階的に入構禁止措
置の緩和及び段階的
に対面授業を開始。
第 3 段階＜8 月 3 日
～ 8 月 22 日＞
各 専 攻・領 域・コー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
ては対面授業を実施。

6 月 22 日
段階的に入構禁止措
置の緩和及び段階的
に対面授業を開始。
第１段階 <6 月 22 日
～ 7 月 11 日＞
卒業制作・修了制作
を優先して対面授業
を実施。

6 月 25 日 
新型コロナウイルス感
染症拡大の影響を受
けた学生に対する経
済支援について発表。
給付奨学金制度 ( 給
付額 40 万円、100 名 )、
授業料等減免制度 ( 減
免 額 最 大 60 万 円、
100 名 ) を新設。

6 月 30 日
新型コロナウイルス
感染症の影響により、
杉並校舎 2 号館のイ
ワタ売店 ( 軽食 ) が
閉店。

2月 28日
特設サイト「新型コロナウイルス感染症対応について」にて掲載開始。
原則学内への入構禁止、事務取扱時間変更、クラブ活動の自粛を通知。

令和元年度学位・修了証書授与式、「JOSH I BISION2019 “アタシの
明日”」、「2019年度 女子美術大学 女子美術大学短期大学部 卒業制作
展」、「2019年度 女子美術大学 女子美術大学短期大学部 卒業制作展」、

「2019年度 女子美術大学大学院 博士前期課程 修了制作作品展」、
「オープンキャンパス in 卒業制作展」中止を発表。「東京五美術大学 連
合卒業・修了制作展」会期変更を発表。

12 1 2 3
4 5 6 7

3月15日
政府がマスクの転売
を禁止。

3 月 24 日
安倍首相とIOCバッハ
会長の電話会談によ
り東京オリンピック・
パラリンピックを遅
くとも 2021 年夏まで
に開催することで合意。

3 月 26 日
安倍首相が特別措置
法に基づく政府対策
本部の設置を指示。

4 月 16 日 
「緊急事態宣言」の対
象地域を全都道府県
に拡大 ( 適用日：4 月
16 日～ 5 月 6 日 )。
 
4 月 30 日
一律 10 万円給付など
の補正予算案成立。

8
20202019

東　京

神奈川

緊急事態宣言〈1 回目〉
4 月 7 日～ 5 月 6 日予定

期間延長
5 月 7 日～ 5 月 31 日予定
終了 5 月 25 日
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「GoTo トラベル」キャ
ンペーン開始 ( 東京
発着は 10 月 1 日から
開始 )。

7 月 29 日
岩手県内で初の感染
者を確認。全都道府
県すべてで感染が確
認された。

3 月 3日
東 京 都 が オ ー プ ン
ソース手法を用いて
作成した特設サイト
を立ち上げる。

3 月 10 日
政府が新型コロナウ
イルス感染症を「歴
史的緊急事態」に指
定すると表明。

3 月 11 日
WHOが新型コロナウ
イルス感染症のパン
デミックを宣言。

3 月 13 日
新型インフルエンザ
対策特別措置法の一
部を改正する法律が
成立、14 日から施行。
内閣総理大臣による

「緊急事態宣言」が可
能に。

1 月 30 日
女子美 HP にて新型
コロナウイルスに関
する注意喚起につい
て通知。

2 月 18 日
中国からの帰国・入
国後の COVID－19 罹
患注意について通知。

2 月 26 日
学生・教職員へ中国
湖北省への渡航中止
を勧告。

3 月 4日
学位授与式中止に伴
い、配布予定の学位
記等は各研究室から
3 月 16 日～ 3 月 24
日の期間中に配布へ。

3 月 12 日
令和元年度学位・修了
証書授与式中止。令和
2 年度入学式中止の
発表。

3 月 13 日
原則学内への入構禁
止・クラブ等活動自粛
期間を 4 月 5 日まで延
長と通知。

3 月 27 日
授業開始日は 5 月 11
日と発表。

3 月 30 日
在学生・教職員を対象
にネットワーク環境等
調査のためのアンケー
トを実施。

4 月 6日
職員、週3日を上限とし
て在宅勤務開始 ( 後に
感染状況に合わせ適宜
変更)。

4 月 7日
令 和 2 年 度 入 学 式
中止。

4 月 8日
4 月 9 日～ 5 月 6 日
まで学内への入構を
一切禁止し、窓口で
の事務取扱を中止と
通知。
 
4 月 20 日
前期授業は遠隔授業で
実施すると発表。

4 月 22 日
遠隔授業の整備に対
して学生に一律 5 万円
の費用補助を行うこと
を発表。

5 月 4日
学内への入構禁止期
間を 5 月 31 日まで延
長。同様に窓口での
事務取扱いも中止。

5 月 11 日
Google のアプリケー
ション「Google Meet」、

「Google Classroom」
を使用した遠隔授業
による前期授業開始。

7 月 13 日
段階的に入構禁止措
置の緩和及び段階的
に対面授業を開始。
第 2 段 階＜7 月 13
日～ 8 月 1 日＞
各 専 攻・領 域・コ ー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
ては対面授業を実施。

7 月 16 日
学生１名が感染
(１例目 )。

8 月 3日
段階的に入構禁止措
置の緩和及び段階的
に対面授業を開始。
第 3 段階＜8 月 3 日
～ 8 月 22 日＞
各 専 攻・領 域・コー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
ては対面授業を実施。

6 月 22 日
段階的に入構禁止措
置の緩和及び段階的
に対面授業を開始。
第１段階 <6 月 22 日
～ 7 月 11 日＞
卒業制作・修了制作
を優先して対面授業
を実施。

6 月 25 日 
新型コロナウイルス感
染症拡大の影響を受
けた学生に対する経
済支援について発表。
給付奨学金制度 ( 給
付額 40 万円、100 名 )、
授業料等減免制度 ( 減
免 額 最 大 60 万 円、
100 名 ) を新設。

6 月 30 日
新型コロナウイルス
感染症の影響により、
杉並校舎 2 号館のイ
ワタ売店 ( 軽食 ) が
閉店。

2月 28日
特設サイト「新型コロナウイルス感染症対応について」にて掲載開始。
原則学内への入構禁止、事務取扱時間変更、クラブ活動の自粛を通知。

令和元年度学位・修了証書授与式、「JOSH I BISION2019 “アタシの
明日”」、「2019年度 女子美術大学 女子美術大学短期大学部 卒業制作
展」、「2019年度 女子美術大学 女子美術大学短期大学部 卒業制作展」、

「2019年度 女子美術大学大学院 博士前期課程 修了制作作品展」、
「オープンキャンパス in 卒業制作展」中止を発表。「東京五美術大学 連
合卒業・修了制作展」会期変更を発表。

12 1 2 3
4 5 6 7

3月15日
政府がマスクの転売
を禁止。

3 月 24 日
安倍首相とIOCバッハ
会長の電話会談によ
り東京オリンピック・
パラリンピックを遅
くとも 2021 年夏まで
に開催することで合意。

3 月 26 日
安倍首相が特別措置
法に基づく政府対策
本部の設置を指示。

4 月 16 日 
「緊急事態宣言」の対
象地域を全都道府県
に拡大 ( 適用日：4 月
16 日～ 5 月 6 日 )。
 
4 月 30 日
一律 10 万円給付など
の補正予算案成立。

8
20202019

東　京

神奈川

緊急事態宣言〈1 回目〉
4 月 7 日～ 5 月 6 日予定

期間延長
5 月 7 日～ 5 月 31 日予定
終了 5 月 25 日
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9月5日
WHOがワクチン分
配開始は来年中頃
の見通しと発表。

10 月 1日
「GoTo イート」キャ
ンペーン始まる。

10 月 21 日
JR 東日本、来年春に
首都圏の 17 の路線で
最大 37 分程度最終電
車の時刻を繰り上げ
ると発表。

11 月 10 日 
政府の対策分科会が

「急速な感染拡大の可
能性がある」と緊急
提言。

12 月 8日
イギリスでアメリカ
の 製 薬 大 手 フ ァ イ
ザーが開発したワク
チン接種が始まる。

12 月 12 日
5 都道府県で病床ひっ
迫。政府の対策分科
会が示す「ステージ
4（爆 発 的 な 感 染 拡
大）」の指標超える。
 
12 月 15 日

「GoTo トラベル」12
月 28 日から全国一時
停止へ。

2 月 2日
東 京・神 奈 川 は「緊
急事態宣言」を延長
すると発表 ( 適用日：
2 月 8 日～ 3 月 7 日 )。

2 月 3日
新型インフルエンザ
等対策特別措置法な
どの改正案成立、13
日から施行。事業者
や感染者が要請に応
じない場合の罰則な
どが盛り込まれた。

2 月 17 日
日本でも医療従事者
を対象にワクチンの
優先接種始まる。

3 月 5日
東京・神奈川を含む
4 都 県 を 対 象 に「緊
急事態宣言」を延長
すると発表 ( 適用日：
3 月 8 日～ 3 月 21 日 )。

4 月 5日
大 阪・兵 庫・宮 城 の
3 府県に全国で初め
て「まん延防止等重
点措置」を適用。 
 
4 月 9日
東京を含む 3 都府県
を対象に「まん延防
止等重点措置」を適
用すると発表 ( 適用
日：4 月 12 日～ 5 月
11 日 )。

4 月 12 日
日本の人口の 3 割近
くに上るおよそ 3,600
万人を対象にした高
齢者へのワクチン優
先接種始まる。

4 月 16 日
神奈川を含む 4 県を
対 象 に「まん 延 防 止
等 重 点 措 置」を適 用
すると発表 ( 適用日：
4月20日～5月11日)。

5 月 7日
東 京 は「緊 急 事 態 宣 言」
を延長、神奈川は「まん
延防止等重点措置」を延
長すると発表 ( 適用日：5
月 12 日～ 5 月 31 日まで )。
 
5 月 11日
WHOがインドで確認された
変異ウイルスを「懸念される
変異株」に指定。
 
5 月 24 日
東京・大阪のワクチン大
規模接種センターで、武
田／モデルナ社のワクチ
ンを使用した大規模接種
始まる。
 
5 月 28 日
東 京 は「緊 急 事 態 宣 言」
を延長、神奈川は「まん
延防止等重点措置」を延
長すると発表 ( 適用日：6
月 1 日～ 6 月 20 日 )。

12 月 20 日
WHOがイギリスほか
3か 国 で 変 異 ウ イ ル
ス確認と発表。

12 月 23 日
政府がイベントの開
催 は 5,000人 を 上 限
とすることを表明。

12 月 26 日
政府が全世界からの
外国人の新規入国を
12 月 28 日から 1 月
末 ま で 停 止 と 発 表。
11 の国・地域対象に
ビジネス関係者の往
来は継続。

1 月 7日
東京・神奈川を含む
4 都 県 を 対 象 に「緊
急事態宣言」を発令
すると発表 ( 適用日：
1 月 8 日～ 2 月 7 日 )。

1 月 13 日
政府がビジネス関係
者の往来を 1 月 14 日
から停止する方針を
固める。特段の事情を
除き外国人の入国が
全面的に制限される。
 
1 月 15 日
感染が国内で初めて
確認されてから 1 年
経過。15 日は全国で
7,000 人を超える感染
が発表され、15 日ま
でに亡くなった人は
4,400 人を超える。

1 月 6日
文科省の決定を受け、
緊急事態宣言が発令
された場合でも可能
と判断される授業に
ついては対面授業を
実施することを発表。
 
1 月 13 日
令和 3 年度前期授業
の方針発表。実技時
間帯開設科目は原則
対面授業に。授業内
容により遠隔授業･ハ
イブリッド（遠隔と
対面併用）授業の活
用も可能。講義時間
帯開設科目は、原則
遠隔授業に。

9 月 14 日
後期授業は前期授業
に引き続き、対面授
業を段階的に実施。
第 1 段階＜9 月 14 日
～ 10 月 31 日＞
各 専 攻・領 域・コ ー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
て対面授業を実施。

11 月 2日
対面授業を段階的に
実施。
第 2 段階＜11 月 2 日
～ 12 月 12 日＞
各 専 攻・領 域・コ ー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
て対面授業を実施。

1 月 23 日
教職員 1 名が感染（2 例目）。

1 月 28 日
常駐委託業者 1 名が感染（3 例目）。

10 月 23 日～ 25 日
オンラインにて女子
美祭開催。

10 月 30 日
学校法人女子美術大
学創立 120 周年記念
式 典・創 立 記 念 祭・
大村智名誉理事長講
演会、規模を縮小し
て開催（杉並キャン
パス）。オンラインに
て同時配信。

3 月 15 日
令和 2 年度学位・修
了証書授与式、各キャ
ンパス体育館にて規
模 を 縮 小 し て 開 催。
関 係 者 を 対 象 に
YouTube ライブ配信
実施。

5 月 1日
学生 2 名が感染

（5、6 例目）。

5 月 21日
教員 1 名が感染

（7 例目）。

5 月 24日
学生 1 名が感染

（8 例目）。

4 月 8日
令和 4 年度入学式、各
キャンパス体育館にて
規模を縮小して開催。
関係者を対象にYouTube
ライブ配信実施。

4 月 16 日
「課 外 活 動（学 友 会、
クラブ・同好会）等の
活 動 基 準」を 策 定。4
月時点では「レベル４」

（両校地ともに課外活
動について全面禁止）、
オンライン上での活動
は実施可能。

4 月 28 日
学生1名が感染(4例目)。12 月 14 日

対面授業を段階的に実施。
第 3 段階＜12 月 14 日～ 26 日、
1 月 5 日～ 27 日＞
各専攻・領域・コースの研究室
から示される授業科目について
対面授業を実施。

10 11 129 12021
4月 23 日
東京を含む 4 都府県
を対象に「緊急事態
宣言」を発令すると
発表 ( 適用日：4 月
25 日～ 5 月 11 日 )。

4 月 26 日
国内の死者が 10,000
人を超える。およそ
80％は前年 12 月以降
に死亡が発表された。

5 月 27日
学生 1 名が感染

（9 例目）。
5 月 28日
学生 1 名が感染

（10 例目）。
5 月 29日
学生 1 名が感染

（11 例目）。

緊急事態宣言〈2 回目〉
1 月 8 日～ 2 月 7 日予定

期間延長 2 月 8 日
～ 3 月 7 日予定
 

期間延長 3 月 8 日
～ 3 月 21 日予定

まん防 4 月 12 日
～ 5 月 11 日予定

〈3 回目〉4 月 25 日
～ 5 月 11 日予定

期間延長 5 月 12 日
～ 5 月 31 日予定

終了 3 月 21 日
まん防 4 月 20 日
～ 5 月 11 日予定

期間延長 5 月 12 日
～ 5 月 31 日予定
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9月5日
WHOがワクチン分
配開始は来年中頃
の見通しと発表。

10 月 1日
「GoTo イート」キャ
ンペーン始まる。

10 月 21 日
JR 東日本、来年春に
首都圏の 17 の路線で
最大 37 分程度最終電
車の時刻を繰り上げ
ると発表。

11 月 10 日 
政府の対策分科会が

「急速な感染拡大の可
能性がある」と緊急
提言。

12 月 8日
イギリスでアメリカ
の 製 薬 大 手 フ ァ イ
ザーが開発したワク
チン接種が始まる。

12 月 12 日
5 都道府県で病床ひっ
迫。政府の対策分科
会が示す「ステージ
4（爆 発 的 な 感 染 拡
大）」の指標超える。
 
12 月 15 日

「GoTo トラベル」12
月 28 日から全国一時
停止へ。

2 月 2日
東 京・神 奈 川 は「緊
急事態宣言」を延長
すると発表 ( 適用日：
2 月 8 日～ 3 月 7 日 )。

2 月 3日
新型インフルエンザ
等対策特別措置法な
どの改正案成立、13
日から施行。事業者
や感染者が要請に応
じない場合の罰則な
どが盛り込まれた。

2 月 17 日
日本でも医療従事者
を対象にワクチンの
優先接種始まる。

3 月 5日
東京・神奈川を含む
4 都 県 を 対 象 に「緊
急事態宣言」を延長
すると発表 ( 適用日：
3 月 8 日～ 3 月 21 日 )。

4 月 5日
大 阪・兵 庫・宮 城 の
3 府県に全国で初め
て「まん延防止等重
点措置」を適用。 
 
4 月 9日
東京を含む 3 都府県
を対象に「まん延防
止等重点措置」を適
用すると発表 ( 適用
日：4 月 12 日～ 5 月
11 日 )。

4 月 12 日
日本の人口の 3 割近
くに上るおよそ 3,600
万人を対象にした高
齢者へのワクチン優
先接種始まる。

4 月 16 日
神奈川を含む 4 県を
対 象 に「まん 延 防 止
等 重 点 措 置」を適 用
すると発表 ( 適用日：
4月20日～5月11日)。

5 月 7日
東 京 は「緊 急 事 態 宣 言」
を延長、神奈川は「まん
延防止等重点措置」を延
長すると発表 ( 適用日：5
月 12 日～ 5 月 31 日まで )。
 
5 月 11日
WHOがインドで確認された
変異ウイルスを「懸念される
変異株」に指定。
 
5 月 24 日
東京・大阪のワクチン大
規模接種センターで、武
田／モデルナ社のワクチ
ンを使用した大規模接種
始まる。
 
5 月 28 日
東 京 は「緊 急 事 態 宣 言」
を延長、神奈川は「まん
延防止等重点措置」を延
長すると発表 ( 適用日：6
月 1 日～ 6 月 20 日 )。

12 月 20 日
WHOがイギリスほか
3か 国 で 変 異 ウ イ ル
ス確認と発表。

12 月 23 日
政府がイベントの開
催 は 5,000人 を 上 限
とすることを表明。

12 月 26 日
政府が全世界からの
外国人の新規入国を
12 月 28 日から 1 月
末 ま で 停 止 と 発 表。
11 の国・地域対象に
ビジネス関係者の往
来は継続。

1 月 7日
東京・神奈川を含む
4 都 県 を 対 象 に「緊
急事態宣言」を発令
すると発表 ( 適用日：
1 月 8 日～ 2 月 7 日 )。

1 月 13 日
政府がビジネス関係
者の往来を 1 月 14 日
から停止する方針を
固める。特段の事情を
除き外国人の入国が
全面的に制限される。
 
1 月 15 日
感染が国内で初めて
確認されてから 1 年
経過。15 日は全国で
7,000 人を超える感染
が発表され、15 日ま
でに亡くなった人は
4,400 人を超える。

1 月 6日
文科省の決定を受け、
緊急事態宣言が発令
された場合でも可能
と判断される授業に
ついては対面授業を
実施することを発表。
 
1 月 13 日
令和 3 年度前期授業
の方針発表。実技時
間帯開設科目は原則
対面授業に。授業内
容により遠隔授業･ハ
イブリッド（遠隔と
対面併用）授業の活
用も可能。講義時間
帯開設科目は、原則
遠隔授業に。

9 月 14 日
後期授業は前期授業
に引き続き、対面授
業を段階的に実施。
第 1 段階＜9 月 14 日
～ 10 月 31 日＞
各 専 攻・領 域・コ ー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
て対面授業を実施。

11 月 2日
対面授業を段階的に
実施。
第 2 段階＜11 月 2 日
～ 12 月 12 日＞
各 専 攻・領 域・コ ー
スの研究室から示さ
れる授業科目につい
て対面授業を実施。

1 月 23 日
教職員 1 名が感染（2 例目）。

1 月 28 日
常駐委託業者 1 名が感染（3 例目）。

10 月 23 日～ 25 日
オンラインにて女子
美祭開催。

10 月 30 日
学校法人女子美術大
学創立 120 周年記念
式 典・創 立 記 念 祭・
大村智名誉理事長講
演会、規模を縮小し
て開催（杉並キャン
パス）。オンラインに
て同時配信。

3 月 15 日
令和 2 年度学位・修
了証書授与式、各キャ
ンパス体育館にて規
模 を 縮 小 し て 開 催。
関 係 者 を 対 象 に
YouTube ライブ配信
実施。

5 月 1日
学生 2 名が感染

（5、6 例目）。

5 月 21日
教員 1 名が感染

（7 例目）。

5 月 24日
学生 1 名が感染

（8 例目）。

4 月 8日
令和 4 年度入学式、各
キャンパス体育館にて
規模を縮小して開催。
関係者を対象にYouTube
ライブ配信実施。

4 月 16 日
「課 外 活 動（学 友 会、
クラブ・同好会）等の
活 動 基 準」を 策 定。4
月時点では「レベル４」

（両校地ともに課外活
動について全面禁止）、
オンライン上での活動
は実施可能。

4 月 28 日
学生1名が感染(4例目)。12 月 14 日

対面授業を段階的に実施。
第 3 段階＜12 月 14 日～ 26 日、
1 月 5 日～ 27 日＞
各専攻・領域・コースの研究室
から示される授業科目について
対面授業を実施。

10 11 129 12021
4月 23 日
東京を含む 4 都府県
を対象に「緊急事態
宣言」を発令すると
発表 ( 適用日：4 月
25 日～ 5 月 11 日 )。

4 月 26 日
国内の死者が 10,000
人を超える。およそ
80％は前年 12 月以降
に死亡が発表された。

5 月 27日
学生 1 名が感染

（9 例目）。
5 月 28日
学生 1 名が感染

（10 例目）。
5 月 29日
学生 1 名が感染

（11 例目）。

緊急事態宣言〈2 回目〉
1 月 8 日～ 2 月 7 日予定

期間延長 2 月 8 日
～ 3 月 7 日予定
 

期間延長 3 月 8 日
～ 3 月 21 日予定

まん防 4 月 12 日
～ 5 月 11 日予定

〈3 回目〉4 月 25 日
～ 5 月 11 日予定

期間延長 5 月 12 日
～ 5 月 31 日予定

終了 3 月 21 日
まん防 4 月 20 日
～ 5 月 11 日予定

期間延長 5 月 12 日
～ 5 月 31 日予定
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11 月 6 日
令和 4 年度の授業に
ついて実技時間帯開
設科目は原則対面授
業、講 義 時 間 帯 開 設
科目は原則遠隔授業
で行うと発表。

9 月 12 日
学生 2 名が感染 (26、27 例目 )。
 
9 月 14 日
学生 1 名が感染 (28 例目 )。

9 月 25 日～ 9 月 30 日
新型コロナウイルスワクチン
職域接種第 2 回目実施。計
4,465 人が接種。
実施日：相模原キャンパス 9
月 25 日、27 日、28 日、29 日
杉並キャンパス 9 月 27 日、
28 日、29 日、30 日

8 月 28 日～ 9 月 2 日
新型コロナウイルスワクチン職
域接種第 1 回目実施。
接 種 対 象 者：学 生、教 職 員、
家族 ( 同居かは不問 )
実施日：相模原キャンパス 8 月
28 日、30 日、31 日、9 月 1 日
杉並キャンパス 8 月 28 日 ( 教
職員のみ )、30 日、31 日、9 月
1 日、2 日
接種ワクチン：武田 / モデルナ

7 月 8 日
令和 3 年度後期授業の方針発表。前期
授業に引き続き実技時間帯開設科目は原
則対面授業 ( 授業内容により遠隔授業･
ハイブリッド授業の活用も可能 )、講義
時間帯開設科目は原則遠隔授業。

7 月 13 日
学生 1 名が感染
(13 例目 )。

7 月 29 日
学生 2 名が感染
(14、15 例目 )。

7 月 30 日
学生 2 名が感染
(16、17 例目 )。

6 月 17 日
東京は「まん延防止
等重点措置」へ移行、
神奈川は「まん延防
止等重点措置」を延
長すると発表 ( 適用
日：6 月 21 日～ 7 月
11 日まで )。

6 月 21 日
ワクチン職域接種開始。

6 月 13 日
学生 1 名が感染
(12 例目 )。

6 月 23 日
ワクチン職域接種事
前アンケートの実施。

7 月 8 日
東京は「緊急事態宣言」
を発令、神奈川は「ま
ん延防止等重点措置」
を延長すると発表 ( 適
用日：7 月 12 日～ 8 月
22 日まで )。
 
7 月 23 日

（～ 8 月 8 日）
東京 2020 オリンピッ
ク競技大会開幕。東京・
神奈川・埼玉・千葉の
1 都 3 県の会場は無観
客にて開催。宮城・福島・
静岡の 3 県は収容定員
の 50％または上限を 1
万人として観客を入れ
て開催。

8 月 2 日
菅総理大臣が爆発的な
感染拡大が生じている
地域では自宅療養を基
本とし、症状が悪化す
ればすぐに入院できる
体制を整備する方針を
示す。

8 月 3 日
文部科学大臣、大学で
のワクチン接種につい
て後期の授業が始まる
までには 2 回の接種を
終えたいという考えを
示す。

8 月 17 日
東京・神奈川は「緊急
事態宣言」を延長する
と発表 ( 適用日：8 月
20 日～ 9 月 12 日 )。

10 月 8 日
厚生労働省が承認し
た「抗原検査キット」
薬局での販売開始。

10 月 28 日
厚生労働省がワクチ
ン 3 回目の接種を
12 月に開始する方
針を発表。

10 月 30 日
ファイザーのワクチ
ン、接種可能年齢を
5 ～ 11 歳に拡大。

11 月 2 日
政府が外国人の新規
入国についてビジネ
ス関係者や留学生な
どを対象に、企業や
大学が行動管理する
ことを条件に入国を
認める方針を発表。
 
11 月 27 日
WHOが南アフリカで
確認された変異ウイ
ルスのオミクロン株 
を「懸念される変異
株」に指定。

11 月 29 日
岸田総理大臣が全世
界からのビジネス目
的などの外国人の新
規入国を 11 月 30 日
から原則停止するこ
とを明らかに。

11 月 30 日
国内で初のオミクロン
株感染者が確認される。

12 月 1 日
医療従事者を対象に
3 回目のワクチン接
種始まる。

12 月 20 日
デジタル庁の「新型
コロナワクチン接種
証明書アプリ」運用
始まる。

12 月 24 日
厚生労働省がアメリ
カの製薬大手メルク
が開発した飲み薬「モ
ルヌピラビル」を承
認。

8 月 3 日
学生 1 名が感染
(18 例目 )。
8 月 4 日
学生 1 名が感染
(19 例目 )。
8 月 8 日
学生 1 名が感染
(20 例目 )。
8 月 12 日
ワクチン職域接種の
実施と予約受付につ
いて発表。予約受付
期間は 8 月 16 日～ 8
月 22 日まで。
8 月 17 日
学生 1 名が感染
(21 例目 )。

10 月 18 日
クラブ等の課外活動が一部再開。
事前に申請、承認された場合に限る。

10 月 22 日～ 24 日
オンラインにて女子美祭開催。
 
10 月 30 日
創立記念祭、規模を縮小して開催。

10 月 31 日
職員の在宅勤務終了。
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8 月 20 日
東京都内では 8 月 9 日
か ら 15 日 ま で の 間、
自宅療養者などが救急
搬送を要請したうちの
63％にあたる 1,414 件
が、受け入れ先が見つ
からないなどの理由で
搬送されていないこと
が分かった (NHK 報道
より )。

8 月 23 日
40 歳以上を対象にした
アストラゼネカのワク
チン接種を大阪で開始。

8 月 23 日
救急隊が軽症と判断し
た人を一時的に受け入
れて酸素投与を行う「酸
素ステーション」の運
用を渋谷区で開始。

8 月 26 日
モデルナのワクチンの
一部に異物が混入し、
約 160 万回分の使用を
見合わせ。

9 月 9 日
東京・神奈川は「緊急
事態宣言」を延長する
と発表 ( 適用日：9 月
13 日～ 9 月 30 日ま
で )。

9 月 13 日
東京都台東区、路上生
活者などを対象にワク
チン集団接種を開始。

9 月 16 日
厚生労働省が酸素の投
与を行うための「酸素
濃縮装置」を毎月最大
500 台を確保し、都道
府県に貸し出す方針を
発表。

9 月 17 日
厚生労働省が 3 回目の
ワクチン接種を行う方
針を発表。2 回目の接
種から 8 か月以上たっ
た人が対象に。

8 月 20 日
学生 1 名が感染
(22 例目 )。

8 月 25 日
学生 1 名が感染
(23 例目 )。

8 月 26 日
学生 1 名が感染
(24 例目 )。

8 月 28 日
学生 1 名が感染
(25 例目 )。

9 月 21 日
東京都が発熱外来を設
けている医療機関リス
トを公表。受診希望者
が直接予約可能に。従
来は発熱相談センター
に電話をして、発熱外
来のある最寄りの医療
機関を調べてもらう仕
組みであった。

9 月 24 日
WHOが軽症患者などに
対して 2 種類の薬を同
時に投与する「抗体カ
クテル療法」を初めて
推奨 ( 日本では 7 月に
承認済み )。
 
9 月 28 日
東京・神奈川を含む 19
都道府県の「緊急事態
宣言」と 8 県の「まん
延防止等重点措置」、9
月 30 日ですべて終了す
ることを決定。

Continued
in 2022...

本年表は新型コロナウイルス感染症拡大に関する女子美術大学の動きをアーカイブズとして残すため、「女子美の動き」を「世の中の動き」と
ともに時系列で書き出したものである。中国当局から WHOへ原因不明の肺炎発生が報告された 2019 年 12 月 31 日から 2021 年 12 月 31 日まで
を対象期間とした。「女子美の動き」は主に大学ホームページ・特設サイト「新型コロナウイルス感染症に関する対応について」に掲載された情報、

「世の中の動き」は主要な情報をピックアップし記載した。

【参考サイト】
総務省ホームページ　https://www.soumu.go.jp/index.html
NHK「特設サイト新型コロナウイルス」　https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/
鳥取県「新型コロナウイルス感染症特設サイト『政府の対応経過』」　https://www.pref.tottori.lg.jp/289733.htm

年表について

7 月 26 日
ワクチン接種したこと
を証明する「ワクチン
パスポート」の申請受
け付けが全国の市区町
村で始まる。
 
7 月 30 日
東京は「緊急事態宣言」
を延長、神奈川は「緊
急事態宣言」を発令す
ると発表 ( 適用日：8
月 2 日～ 8 月 31 日 )。

〈3回目〉8月 2日
～ 8月 31日予定

〈4回目〉7月 12日
～ 8月 22日予定

期間延長 8月 2日
～ 8月 31日予定 期間延長 8月 20日

～ 9月 12日予定

期間延長 9月 13日
～ 9月 30日予定

終了
9月 30日

まん防 6月 21日
～ 7月 11日予定

期間延長 7月 12日
～ 8月 22日予定

終了
6月 20日

期間延長 6月 1日
～ 6月 20日予定

期間延長 6月 1日
～ 6月 20日予定

期間延長 6月 21日
～ 7月 11日予定
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11 月 6 日
令和 4 年度の授業に
ついて実技時間帯開
設科目は原則対面授
業、講 義 時 間 帯 開 設
科目は原則遠隔授業
で行うと発表。

9 月 12 日
学生 2 名が感染 (26、27 例目 )。
 
9 月 14 日
学生 1 名が感染 (28 例目 )。

9 月 25 日～ 9 月 30 日
新型コロナウイルスワクチン
職域接種第 2 回目実施。計
4,465 人が接種。
実施日：相模原キャンパス 9
月 25 日、27 日、28 日、29 日
杉並キャンパス 9 月 27 日、
28 日、29 日、30 日

8 月 28 日～ 9 月 2 日
新型コロナウイルスワクチン職
域接種第 1 回目実施。
接 種 対 象 者：学 生、教 職 員、
家族 ( 同居かは不問 )
実施日：相模原キャンパス 8 月
28 日、30 日、31 日、9 月 1 日
杉並キャンパス 8 月 28 日 ( 教
職員のみ )、30 日、31 日、9 月
1 日、2 日
接種ワクチン：武田 / モデルナ

7 月 8 日
令和 3 年度後期授業の方針発表。前期
授業に引き続き実技時間帯開設科目は原
則対面授業 ( 授業内容により遠隔授業･
ハイブリッド授業の活用も可能 )、講義
時間帯開設科目は原則遠隔授業。

7 月 13 日
学生 1 名が感染
(13 例目 )。

7 月 29 日
学生 2 名が感染
(14、15 例目 )。

7 月 30 日
学生 2 名が感染
(16、17 例目 )。

6 月 17 日
東京は「まん延防止
等重点措置」へ移行、
神奈川は「まん延防
止等重点措置」を延
長すると発表 ( 適用
日：6 月 21 日～ 7 月
11 日まで )。

6 月 21 日
ワクチン職域接種開始。

6 月 13 日
学生 1 名が感染
(12 例目 )。

6 月 23 日
ワクチン職域接種事
前アンケートの実施。

7 月 8 日
東京は「緊急事態宣言」
を発令、神奈川は「ま
ん延防止等重点措置」
を延長すると発表 ( 適
用日：7 月 12 日～ 8 月
22 日まで )。
 
7 月 23 日

（～ 8 月 8 日）
東京 2020 オリンピッ
ク競技大会開幕。東京・
神奈川・埼玉・千葉の
1 都 3 県の会場は無観
客にて開催。宮城・福島・
静岡の 3 県は収容定員
の 50％または上限を 1
万人として観客を入れ
て開催。

8 月 2 日
菅総理大臣が爆発的な
感染拡大が生じている
地域では自宅療養を基
本とし、症状が悪化す
ればすぐに入院できる
体制を整備する方針を
示す。

8 月 3 日
文部科学大臣、大学で
のワクチン接種につい
て後期の授業が始まる
までには 2 回の接種を
終えたいという考えを
示す。

8 月 17 日
東京・神奈川は「緊急
事態宣言」を延長する
と発表 ( 適用日：8 月
20 日～ 9 月 12 日 )。

10 月 8 日
厚生労働省が承認し
た「抗原検査キット」
薬局での販売開始。

10 月 28 日
厚生労働省がワクチ
ン 3 回目の接種を
12 月に開始する方
針を発表。

10 月 30 日
ファイザーのワクチ
ン、接種可能年齢を
5 ～ 11 歳に拡大。

11 月 2 日
政府が外国人の新規
入国についてビジネ
ス関係者や留学生な
どを対象に、企業や
大学が行動管理する
ことを条件に入国を
認める方針を発表。
 
11 月 27 日
WHOが南アフリカで
確認された変異ウイ
ルスのオミクロン株 
を「懸念される変異
株」に指定。

11 月 29 日
岸田総理大臣が全世
界からのビジネス目
的などの外国人の新
規入国を 11 月 30 日
から原則停止するこ
とを明らかに。

11 月 30 日
国内で初のオミクロン
株感染者が確認される。

12 月 1 日
医療従事者を対象に
3 回目のワクチン接
種始まる。

12 月 20 日
デジタル庁の「新型
コロナワクチン接種
証明書アプリ」運用
始まる。

12 月 24 日
厚生労働省がアメリ
カの製薬大手メルク
が開発した飲み薬「モ
ルヌピラビル」を承
認。

8 月 3 日
学生 1 名が感染
(18 例目 )。
8 月 4 日
学生 1 名が感染
(19 例目 )。
8 月 8 日
学生 1 名が感染
(20 例目 )。
8 月 12 日
ワクチン職域接種の
実施と予約受付につ
いて発表。予約受付
期間は 8 月 16 日～ 8
月 22 日まで。
8 月 17 日
学生 1 名が感染
(21 例目 )。

10 月 18 日
クラブ等の課外活動が一部再開。
事前に申請、承認された場合に限る。

10 月 22 日～ 24 日
オンラインにて女子美祭開催。
 
10 月 30 日
創立記念祭、規模を縮小して開催。

10 月 31 日
職員の在宅勤務終了。
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8 月 20 日
東京都内では 8 月 9 日
か ら 15 日 ま で の 間、
自宅療養者などが救急
搬送を要請したうちの
63％にあたる 1,414 件
が、受け入れ先が見つ
からないなどの理由で
搬送されていないこと
が分かった (NHK 報道
より )。

8 月 23 日
40 歳以上を対象にした
アストラゼネカのワク
チン接種を大阪で開始。

8 月 23 日
救急隊が軽症と判断し
た人を一時的に受け入
れて酸素投与を行う「酸
素ステーション」の運
用を渋谷区で開始。

8 月 26 日
モデルナのワクチンの
一部に異物が混入し、
約 160 万回分の使用を
見合わせ。

9 月 9 日
東京・神奈川は「緊急
事態宣言」を延長する
と発表 ( 適用日：9 月
13 日～ 9 月 30 日ま
で )。

9 月 13 日
東京都台東区、路上生
活者などを対象にワク
チン集団接種を開始。

9 月 16 日
厚生労働省が酸素の投
与を行うための「酸素
濃縮装置」を毎月最大
500 台を確保し、都道
府県に貸し出す方針を
発表。

9 月 17 日
厚生労働省が 3 回目の
ワクチン接種を行う方
針を発表。2 回目の接
種から 8 か月以上たっ
た人が対象に。

8 月 20 日
学生 1 名が感染
(22 例目 )。

8 月 25 日
学生 1 名が感染
(23 例目 )。

8 月 26 日
学生 1 名が感染
(24 例目 )。

8 月 28 日
学生 1 名が感染
(25 例目 )。

9 月 21 日
東京都が発熱外来を設
けている医療機関リス
トを公表。受診希望者
が直接予約可能に。従
来は発熱相談センター
に電話をして、発熱外
来のある最寄りの医療
機関を調べてもらう仕
組みであった。

9 月 24 日
WHOが軽症患者などに
対して 2 種類の薬を同
時に投与する「抗体カ
クテル療法」を初めて
推奨 ( 日本では 7 月に
承認済み )。
 
9 月 28 日
東京・神奈川を含む 19
都道府県の「緊急事態
宣言」と 8 県の「まん
延防止等重点措置」、9
月 30 日ですべて終了す
ることを決定。

Continued
in 2022...

本年表は新型コロナウイルス感染症拡大に関する女子美術大学の動きをアーカイブズとして残すため、「女子美の動き」を「世の中の動き」と
ともに時系列で書き出したものである。中国当局から WHOへ原因不明の肺炎発生が報告された 2019 年 12 月 31 日から 2021 年 12 月 31 日まで
を対象期間とした。「女子美の動き」は主に大学ホームページ・特設サイト「新型コロナウイルス感染症に関する対応について」に掲載された情報、

「世の中の動き」は主要な情報をピックアップし記載した。

【参考サイト】
総務省ホームページ　https://www.soumu.go.jp/index.html
NHK「特設サイト新型コロナウイルス」　https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/
鳥取県「新型コロナウイルス感染症特設サイト『政府の対応経過』」　https://www.pref.tottori.lg.jp/289733.htm

年表について

7 月 26 日
ワクチン接種したこと
を証明する「ワクチン
パスポート」の申請受
け付けが全国の市区町
村で始まる。
 
7 月 30 日
東京は「緊急事態宣言」
を延長、神奈川は「緊
急事態宣言」を発令す
ると発表 ( 適用日：8
月 2 日～ 8 月 31 日 )。

〈3回目〉8月 2日
～ 8月 31日予定

〈4回目〉7月 12日
～ 8月 22日予定

期間延長 8月 2日
～ 8月 31日予定 期間延長 8月 20日

～ 9月 12日予定

期間延長 9月 13日
～ 9月 30日予定

終了
9月 30日

まん防 6月 21日
～ 7月 11日予定

期間延長 7月 12日
～ 8月 22日予定

終了
6月 20日

期間延長 6月 1日
～ 6月 20日予定

期間延長 6月 1日
～ 6月 20日予定

期間延長 6月 21日
～ 7月 11日予定
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廣瀬　菜穂（歴史資料室学芸員）

コロナ禍の現状を記録する
「参加型アーカイブズ」報告 2021年度

News Letter, vol. 15-3 ニュース

　女子美術大学歴史資料室で
は、写真や動画をウェブ上で
投稿してもらい、コロナ禍の
現状を記録する取り組み「参
加型アーカイブズ」を行って
います。　
　2021年度に投稿された写
真・動画の一部を紹介します。
教職員を対象に募集を行って
いますが、8月のオンライン博
物館実習では実習生にも投稿

してもらいました。
　遠隔授業で実施した保健体
育授業のエクササイズの様
子（図1）、自宅での実技授業
のために届いた教材と制作風
景（図2）、イラストで描かれ
た、登校途中で見かけるぬい
ぐるみの変化（図3）、その他
にも手作りマスク、友人との
リモート通話の様子などの写
真が投稿されています。図1に

図1 『2020-2021年度 保健体育授業』　投稿者：教員

図2 『実技科目をオンライン授業で受講した様子』　投稿者：学生 図3 『登校する風景の変化』　投稿者：学生

は「110周年ホールを専用受講
教室にしたことで、大画面の
スクリーンを見ながら人目を
気にせず実施できた」とコメ
ントがありました。実習生の
投稿には自粛生活への物足り
なさだけではなく、ちょっと
した楽しみを見出している様
子もうかがえました。
　また、現在も投稿を募集し
ています。アーカイブズ充実

のため、ご協力お願いします。
詳しくは歴史資料室ウェブサ
イト「参加型アーカイブズ」
にてご確認ください。
（http://www.joshibi.net/history/） 
※ 現時点では教職員のみを対象に募集
しています。投稿された写真・動画
はウェブ上では公開しておりません。
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2021（令和3）年4月～2022（令和4）年3月

　2021年 4月
〇 展覧会「2021年度 収蔵資料展 収蔵資
料にみる女子美の歩み」開催（2021
年4月7日～2022（令和4）年3月18日）
開催。緊急事態宣言発令に伴い、4月
30日～6月20日、感染防止対策とし
て入場制限を行い、学内関係者（学
生・教職員）のみ入場可とした。

〇 女子美術大学歴史資料室編『女子美術
大学・女子美術大学短期大学部の歴
史』第3版発行。
〇 オンライン授業「基礎学習ゼミ 自校
史」（3回）実施。

　2021 年 6月
〇 一般社団法人 女子美術大学同窓会定
時社員総会開催に際し、『女子美術大
学創立120周年記念 略年史 女子美
百二十年 1900～2020』等提供（29
セット）。展示室見学10名。

　2021 年 7月
〇 杉並区立杉並第十小学校6年生見学
（児童 61名、引率3名）。
〇 福傳印刷株式会社（佐賀県教育庁学校
教育課）に中学生向け郷土学習映像資
料「佐賀巡り（仮）」動画DVDのため
に、菊坂校舎画像を提供。
〇 2021年度第1回歴史資料整備委員会
開催（オンライン）。
〇 ウェブサイト等にて展覧会「2021年
度 収蔵資料展 収蔵資料にみる女子美
の歩み」紹介動画を配信。
〇 緊急事態宣言発令に伴い、7月12日～
9月30日、感染防止対策として入場制
限を行い、学内関係者（学生・教職員）
のみ入場可とした。

　2021 年 8月
〇 女子美術大学美術館博物館実習（オン
ライン）にて8月16日「歴史資料室に
ついて」、8月20日「コロナ禍におけ
るアーカイブズの役割」実施。

　2021 年 9月
〇 展覧会「2021年度 収蔵資料展 収蔵資
料にみる女子美の歩み」展示資料7点
展示替え。
〇 付属高校１年生松・梅・竹クラス展示
室見学（125名）。
〇 （株）NHKエデュケーショナル教育
部に、『高校講座 美術Ⅰ』（NHK Eテ
レ）第12回 「アートとジェンダー」の
ために画像「西洋画科教室 大正3年
頃」を提供。

　2021 年 10月
〇 創立記念祭開催。
〇 森田元子（卒業生・教員）評伝刊行の
ために筆者に画像「旧杉並本館内部写
真」を提供。

　2021 年 11月
〇 展覧会「河鍋楠美氏寄贈作品特別公開 
暁翠先生と女子美術学校」(女子美
アートミュージアム)のために、私立
女子美術学校校名板(複製)他8点の資
料貸出、5点の画像提供。

　2021 年 12月
〇 100周年記念大村文子基金 第6回女子
美栄誉賞授与。受賞者 大柳久栄氏（料
紙研究家・修復家・卒業生）。オーラ
ルヒストリーアーカイブズとして大柳
氏にインタビューを行った。

　2022 年 1月
〇 オーラルヒストリーアーカイブズとし
て小川桂子氏（女子美術大学歴史資料
整備委員会委員・元職員・卒業生）に
インタビューを行った。

　2022 年 3月
〇 展覧会「2021年度 収蔵資料展 収蔵資
料にみる女子美の歩み」終了。
〇 女子美術大学歴史資料室ニューズレ
ター『TEXNH MAKPA テクネ・マク
ラ「芸術は永し」』第15号発行。

News Letter, vol. 15-4 歴史資料室日誌
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  兼松　裕子氏　卒業証書など8件
  岩田　嘉之氏　つまみ細工1件
大柳　久栄氏　 東京ステーションギャラリー　

図録『河鍋暁斎の底力』など3件

委員長　　原　　　聖（法人参与）
副委員長　広瀬　晴美（芸術学部准教授）
委員　　　小林　信恵（短期大学部教授）
　　　　　八木なぎさ（短期大学部教授）
　　　　　小川　桂子（外部嘱託委員）
　　　　　谷口　秀子（外部嘱託委員）
　　　　　馬場　　章（外部嘱託委員）
　　　　　上田　圭一（歴史資料室長）
　　　　　玉田里佳子（事務職員）
　　　　　守屋真奈美（事務職員）
　　　　　川上　　勇（事務職員）

第14号（2021年3月31日発行）において誤記がございま
した。深くお詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正
いたします。
〇5頁　下段　右　下から8行目
　（誤）柳悦考
　（正）柳悦孝

私立女子美術学校洋画科教員・生徒　菊坂校舎前にて
大正10～11（1921～1922）年頃
私立女子美術学校菊坂校舎前で撮影された洋画科
教員と生徒の集合写真。最後列右から3人目が当
時の洋画科教員の足助恒

つね

、その左斜め下の人物が
後の洋画家・深沢紅子。足助恒（1879-1962）は、
明治34（1901）年、第一期生として私立女子美
術学校西洋画部普通科に入学、その後、同部高等
科に進学。大正5（1916）年、母校の西洋画科
教員となり、約30年間にわたり後進の指導を行っ
た人物である。深沢紅子（1903-1993）は、大
正8（1919）年、女子美術学校日本画科高等科
に入学。2年後に洋画科高等科に転科し、大正12
（1923）年に卒業。その後、一水会、女流画家協
会を中心に活躍した著名な洋画家である。

2021（令和3）年4月～2022（令和4）年3月 2021（令和3）年度
歴史資料整備委員会委員作品・資料をご寄贈いただいた方のお名前を記し、感謝の意を表します。（御寄贈順）

歴史資料の寄贈について

女子美術大学歴史資料室では本学の学校史・教育に関係する
歴史資料の収集を行っております。収集にご協力いただける
場合は、歴史資料室までご連絡ください。ご厚意に沿えない
場合もありますので、あらかじめご了承ください。また、寄贈
いただいた資料の取り扱いは、歴史資料室に一任ください。

発行日：2022（令和4）年3月31日
編集・発行：女子美術大学歴史資料室
制作・印刷：株式會社 日相印刷
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